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慶慮義塾大学学生の運動経験・実施の実態調査
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A fact finding study of sports experience and activity of students 

in Keio university 

一-from a investigation of freshman 

when physical education class was a required subject一一

Mitsuyoshi Murayama1 and Nobuaki Tanaka1 

Abstract 

The physical educatuion class had not been a requried subject in many Universitys since the 

establishment standard of Unversity was amended. It is important that we have a new application 

to improved physical education class or sports promotion in University. But we had no data about 

the actual conditions of sports activity of students. The purpuse of this study was to investigate the 

sports experience and activiy of students in Keio University as the foundamental data when 

physical education class was a requried subject. We investigated about freshman's sports item and 

the frequency before entrance of Keio University， during 1989-1992. The main results can be 

summarized as follows : The percentage of sports experience before entrance， in male students was 

55%， then in female students that was 38%. The percentage of sports activity after entrance， in 

male students was 48%， then in female that was 54%. The peak frequency of sports activity in male 
students decreased from 6 days/week (before entrance) to 2 days/week (after entrance). The peak 

frequency of sports activity in female students also decreased from 3 days/week (before entrance) 

to 1 day /week (after entrance). However， the frequency of sports activity before entrance and 
after entrance were independent of each other. The main sports before entrance in male students 

were Soccer， Baseball， Basketball， Track & Field and Volleyball. Then female's main sports were 

Tennis， Volleyball， Basketball， Badminton and Dance. The main sports changed after entance : 

male's that were Tennis， Soccer， baseball， Golf and Ski， then female's that were Tennis， Basket-

ball， Golf， Ski and badminton. Especially， Tennis was an overwhelming majority sports in female 

students. From these results， we considered that we need to take measures for increasing the 

frequency of sports activity. In this point， it will be also necessary to investigate sports activity of 

new students after amending of establishment standard of University. Then， we could consider that 

Tennis， Golf and Ski were key sports for improving physical education class and sports promotion 

in Keio university. 

*慶雁義塾大学体育研究所助手 1 Assistant of the Institute of Physical 

Education， Keio University. 

- 69-



慶慮義塾大学学生の運動経験・実施の実態調査

目的

1991年 7月に大学設置基準が改正され，保健体育科目の必修の枠付けが無くなり，各大学の

設置目的等によって自由に科目が開設されることとなった。これを受けて，慶謄義塾大学(以下

本塾と略す)においても1993年度にカリキュラム改訂が行われ，保健体育科目は選択制となっ

た。これに伴い，体育実技を選択しない学生も出現し，新しい大学体育の在り方が関われてき

ている。村山らはそうした実状に立ち，これまでに，必修時における資料として学生の体力測

定代表値として慶謄義塾大学体力標準値を報告するとともに，選択制への移行後も大学生の健

康・体力維持増進に向けての積極的な比較調査が必要で、あることを指摘してきている。さらに，

学生のスポーツ行動についてもその実態を把握し，必修時と選択化以後の比較をすることが，

今後の大学体育・本塾のスポーツ教育・振興の在り方を考える上の問題点を明らかにするため

に有効で、あると考えられる。

そこで，本研究はまず必修体育で実施されていた体力測定時に調査されていた運動経験と実

施のデータを分析し，今後の問題点を得る基礎資料としてその特徴を検討することとした。

方法

本塾入学生の運動経験と実施の実態を知るために，その種目と運動頻度についてアンケート

調査をした。アンケートは必修体育時に，実技の授業の中で実施されていた体力測定の記録用

紙に個人フ。ロフィールとして運動の経験と実施についてたずねる項目を設定した。調査時期は

必修体育が選択に移行された1993年度の直前の 4年間 (1989年度-1992年度)であり，各年度と

も 11月 ~1 月の授業終了直前の時期であった。対象は必修の体育実技を履修した 1 年生の内，

体育会に属さない一般学生について調査した。調査人数は各年度毎で， 1989年度4114人， 1990 

年度3621人， 1991年度4189人， 1992年度4582人であった。

学生には，高校時代の運動経験と入学後の体育実技以外の運動実施について質問した。その

項目と選択肢は以下の通りである。

0入学前運動経験{運動経験の有無(学校内，学校外，なし)，活動回数 (7-1日/週， 1 -2日

/月)，種目名及ぴ種目コード}

0入学後運動実施上記と同じ

尚，回答用の種目名は多岐にわたってスポーツ種目を網羅するため 63種目を設定した。各

種目とコードは表 1の体力測定記録用紙として示した。
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慶慮義塾大学学生の運動経験・実施の実態調査

表 1 体力測定結果記録用紙

学部 クラス 氏名 出身高校 都道府県公立私立 高校

出身 : 1-塾内 2-推薦 3-帰国 4-留学 5-受現役 6-受 1浪 7-受 2浪 8-受 3浪以上 9ーその他

| 有無 1 -無し 2-有り(学校内) 3-有り(学校外)

種目コード(

活動回数 1-週7 2-週6 3-週5 4-週4 5胸週3 6-週2 7-週l 8-月2 9-月l

l 有無 1 -無し 2 -有り(学校内) 3-有り(学校外)

入学後運動活動 種目コード(

i 活動回数 1-週7 2-週6 3・週5 4-週4 5些週3 6-週2 7-週1 8-月2 9-月1

垂直跳 幸重 Eヨニ2 一一ド一一望草署長

5 + 。51-量射古弓 道4 + OB06  2 
3 + 17 1-1  
2 + 

2 1 + 

路事降
12345 

+ + + + + + + + + + 30-バ ー
5 4 3 2 1 

33-アウレ キグスンリ+ 1 37- ンド
+ 2 
+ 3 

4441-J、体イインクン クスン+ 4 48・J¥
+ 5 

55626O"-，新ダラ 損スロ
立位体前屈

f本文コ浪U主主 f直千尋~章典章車這隻 言己多最書己J、キ関

1 2 3 4 5 1 IJヨ]Eヨ

男 垂直跳 ....... 48 49 ....... 56 57 ....... 63 64 ....... 70 71 ....... 1-1.垂直跳 cm 

反復横跳 ....... 39 40 ....... 44 45 ....... 48 49 ....... 53 54 ....... 1・2.反復積跳 国

子 立位体前屈 2....... 8 9 ....... 14 15 ..... 21 22 ....... 1-3.立位体前屈 cm 

踏台昇降 1-4.踏台昇降

1 2 3 4 5 2ITヨEヨ

女 垂直跳び ....... 31 32 ..... 37 38 ...... 44 45 ....... 50 51 ....... 2-1.垂直跳 cm 

反復横跳 ....... 32 33...... 36 37 ....... 40 41 ..... 44 45 ....... 2-2.反復機跳 回

子 立位体前屈 ..... 6 7 ....... 12 13 ....... 18 19 ....... 24 25 ....... 2-3.立位体前屈 cm 

踏台昇降 2-4.踏台昇降

結果

1 .運動経験・実施の有無について

表 2-1~4 は，各年度毎の運動経験の有無，運動実施の有無の項目の実数とその比率を男

女別に示したものである。男子において，入学後の運動実施者が'89，'90年度で減少が大きく，

逆に'91年度では増加していた。その点以外は各年度とも，男女の特徴はあるものの各人数比率

は概ね似かよっていた。その傾向は以下のようにまとめられた。すなわち，男子は，運動経験

者が学校内で約50%から60%，学校外で 7%程度であった。また，入学後の運動実施者は学校
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表 2ー 1 入学前運動経験・入学後運動実施の構成人数と割合 '89年度

経駿の 1 人数 経験の 11 人数
主王一___L_M

入学後運動実施

前
動
験
り

市
川
山
雄
一
粧
し
め

入学的

運動

経験

主L
E ー塾 3105 1009 

表 2-2 入学前運動経験・入学後運動実施の構成人数と割合 '90年度

盟主__fJQ
入学後運動実施

表 2- 3 入学前運動経験・入学後運動実施の構成人数と割合 唱1年度

人数
主王一____L_QJ_

入学後巡動実抱

1042 

表 2-4 入学前運動経験・入学後運動実施の構成人数と割合 唱2年度
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表 2- 5 入学前運動経験・入学後運動実施の構成人数と割合 '89-'92年度合計

男子 (' 89-' 92合計 女子 (' 89-' 92合計)

経験の 人数
経J験HのE 

人数 入学後逝動実施 人数

liJ1.~ 

学1学|外校生盟48i8主645a{{ { ヰ)) 学校学校且血比一l率315838i243-且296且(((呈目引人人上) ) 
入学前 %) 入学前

運動 運動
経験 人) 経験

あり %) あり

入学前 入学前
巡動 4758 (人) 運実合な動胞2しF 6697 {人} 巡動 2128 (人)

一経主験L 
38.0 (%) 44.8 (%) 

経な験し
53.2 (%) 

盤聖堂 12507 12507 12507 |i総数 1 3999 3999 l 3999 

外は変化せず，学校内では'91年度増加したものの全体的には減少した。女子では男子に比して

学校内経験者が 1割程度少ないが，逆に運動実施者が 1割程度増加していた。このように，本

調査の 4年間で，本塾入学者の運動経験と実施の人数構成比率は各年度ともほぼ同程度とみな

して， '89-'92年度全体を合計した実数と比率を表 2-5に示した。

2 .運動経験・実施の頻度について

'89-'92年度全体の人数構成の結果を更に分析するため，運動の活動回数である頻度を入学

前，入学後について見たものが図 1である。男子では，入学前の頻度が週6日をピークに分布

運動経験運動実施

車 圏

1000 子女

r---.， 

〈 。
、、_/

運動経験運動実施

富 国
襲ロZミ4000 男子

2000 

。
7/w 6/w 5/w 4/w 3/w 2/w 1/w 1/m 2/m 経験無

運動頻度 (日/week or month) 

図 1 入学前運動経験・入学後運動実施
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入学前運動経験の頻度別各群 (自/week)

10 7/w 6/w 5/w 4/w 3/w 2/w 1/w以下経験無

ロロ図麗~ ~ .口

週/
 

口凶7
t
 

n

u

n

u

n

u

n

U

 

6

4

2

 

(
渓
)
如
誌
の
叩
宕
岨

u
-
E拡
山
県
経
製
掘
削
Q
程
併
ノ
ヘ

6日/週 5日/週 4日/週

。
3日/週 2日/週 1日/週以下 運動なし

図2 入学前経験別にみた入学後実施頻度の比較 男子

し，入学後は週 2日にピークが移動した。一方女子では，入学前は週3日が最も多かったが比

較的同程度の分布で極端なピークは形成きれなかった。さらに，入学後の実施では週 1日が非

常に多く，週 2日・ 3日と続いた。また，表 2-5で見たように，半数近くを占める「運動な

し」の人数は入学後に男子で減少したが，女子では増加した。しかしながら，その頻度は週 1

日の実施者が1000人と大半を占めることが示された。

続いて，図 2， 3は，入学前の運動頻度別に入学後の各運動頻度群の人数を，男女別に入学

前の各群に占める割合でみたものである。男女とも， I経験なしJから「実施なし」の比率が高

かった。また男子で「入学前週 6日」から「入学後週 2日」と， I入学前週 1日以下」から「入

学後週 1日以下jの比率が高かった。しかしながら，男女ともその他の大多数において，入学

後の実施頻度の構成は入学前の各経験頻度ともパーセンテージに大きな違いがなかった。つま

り，入学前の活動回数の大小は入学後の活動の頻度には関係していなかった。

3 .運動経験・実施の種目について

表3-1は男子について学校内の運動経験上位20位までの種目別人数構成を各4年間毎に示

したものである。各4年間とも種目経験者の人数はほぼ同数であり，順位も多少の前後はある

ものの似かよっていた。この経験種目の結果は表 3-3の女子においても同様で、，各年度で種

目の人数と順位は大きな違いがなかった。
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入学前運動経験の頻度別各群 (日/week)

10 7/w 6/w 5/w 4/w 3/w 2/w 1/w以下経験無
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図 3 入学前経験別にみた入学後実施頻度の比較 女子

表 3ー 1 入学前運動経験者(学校内)上位20種目の年度推移 男子

1989年度 1990年度 1991年度 1992年度

順位 種目 人数 種目 人数 種目 人数 種目 人数

サッカー 194 サッカー 223 サッカー 198 サッカー 199 
ハ'スケヲトずール 137 ハ'スケヲトホ.-)~ 153 ハ'スケヲトホ.-)~ 152 ハ'スケヲトポ-)レ 167 
硬式庭球 133 ソ7トテニス 123 硬式庭球 138 硬式庭球 142 
陸上競技 118 硬式庭球 120 ハ'レーポーjレ 11 9 陸上競技 118 
ハ'レ-iIi'ール 100 ハ'レ_*t_ル 102 陸上競技 116 軟式野球 104 I 
ソ7トテニス 90 陸上競技 100 ソ7トテニス 11 2 硬式野球 104 
硬式野球 82 軟式野球 92 水泳 93 ソ7トテニス 92 
軟式野球 77 卓球 92 剣道 84 ハ'レーポール 89 
ラグビー 76 剣道 81 硬式野球 83 ラグビー 8 1 

10 剣道 74 硬式野球 80 軟式野球 76 水泳 8 1 
11 水泳 66 ラグビー 79 ラグビー 70 剣道 76 
12 J¥ • ドミントン 54 水泳 76 卓球 52 ハ'ドミントン 60 
13 卓球 52 ハード:ントン 51 ハンドiIi'-ル 49 ハンド*f_ル 60 
14 柔道 39 ハンドポール 41 ハ'ドミントン 48 柔道 49 
15 ハンドホ'ール 36 弓術 37 柔道 44 卓球 48 
16 山岳 32 柔道 35 弓術 40 弓術 37 
17 弓術 31 山岳 23 端艇 35 ゴルフ 33 
18 その他 26 スキー 18 ゴルフ 26 スキー 28 
19 ゴルフ 26 ゴルフ 15 山岳 25 山岳 25 
20 スキー 22 端艇 15 スキー 20 端艇 21 

1今1雇義語 1玩71~jji総証 I扇子l存度総計一一-T736Jif度総言下一 -1311-
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表3- 2 入学後運動経験者(学校内)上位20種目の年度推移 男子

1989年度 1990年度 1991年度 1992年度

順位 種目 人数 種目 人数 種目 人数 種目 人数

硬式庭球 71 硬式庭球 54 硬式庭球 59 硬式庭球 59 
ハースケヲトrール 36 ハeスケットiIi'-)レ 45 ハ'レ-ili'-)v 54 ハ'レーポーjレ 46 
ハ'レ-ili'-)レ 36 ハ'レ-ili'-)レ 38 ハ'スケヲトずーjレ 38 ハ'スケヲト;f¥#-ル 46 
ハ'ドミントン 33 ハ'ドミントン 38 ダンス 34 水泳 31 
リ7トテニス 31 ソ7トテニス 34 ソ7トテニス 29 ハeドミントン 28 
水泳 20 水泳 33 ハ'ドミントン 28 ソ7トテニス 27 
ダンス 18 陸上競技 17 陸上競技 27 陸上競技 18 
陸上競技 15 リ7卜rール 17 水泳 22 その他 15 
ゴルフ 13 スキー 16 リ7トiIi'-k 1 7 剣道 13 

10 スケート 13 剣道 12 卓球 10 ダンス 12 
11 ソ7トホ'ール 12 ダンス 11 剣道 スキー 11 
12 その他 12 弓術 10 ハンドrール 器械体操 11 
13 卓球 11 卓球 スキー ハンドずール 10 
14 器械体操 11 ハンドrール 器械体操 卓球 10 I 

15 ハンドiIi'-)レ スケート その他 アーチ工リー
16 剣道 器械体操 弓術 弓術

17 弓術 その他 ゴルフ ソ7トiIi'-)レ
18 山岳 少林寺 アーチェリー スケート
19 スキー 新体操 新体操 ゴルフ

20 新体操 ゴルフ スケート 馬訴t

年度主主計 3781年度聖堂註
ヤ |l孟山岳-

370 度総計 3931年度総量 -m~! 

続いて表 3-2，表 3-4が入学後学校内運動実施上位20種目の種目と人数構成を男女それ

ぞれ示したものである。運動実施種目の人数は，年度によって多少違いがあったが，その順位

については各年度で類似傾向があった。男女とも硬式庭球が圧倒的に多く毎年 1位となってい

た。 2位以下を見ると，男子で軟式野球，サッカー，コ、、ルフ，スキーが不動の上位5種目であ

り，女子ではゴルフ，スキーが3位までを占めた。従って，テニス，ゴルフ，スキーが男女共

通の上位実施種目となっていた。

また，全体的な資料として表 3-5に'89-'92年度全体の合計，平均，パーセンテージを学校

内の経験種目と実施種目毎に男女別で一覧表にした。

考察

1 .運動経験・実施の有無とその頻度について

表 2-1-4から，特に入学前の運動経験の比率は男女の差はあるが， 4年間で毎年非常に

類似した構成であった。これは，本塾への入学生がほぼ同様の運動経験パターンであったこと

を示している。図 1より経験の活動回数は男子で週 6日が最も多く，運動部・クラブ活動がそ
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表 3-3 入学前運動経験者(学校内)上位20種目の年度推移 女子

1989年度 19種90目年度 1991年度 1992年度
順位 種目 人数 人数 種目 人数 種目 人数

硬式庭球 425 硬式庭球 462 硬式庭球 671 硬式庭球 696 
軟式野球 87 軟式野球 97 軟式野球 141 軟式野球 179 
スキー 74 サッカー 92 サッカー 111 サッカー 114 
ゴルフ 71 ゴルフ 80 ゴルフ 106 スキー 101 
サッカー 58 スキー 53 スキー 78 ゴルフ 88 
アメフト 34 ラグビー 44 ハ'スケットポー)~ 51 ラグビー 71 
ラグビー 34 ハeドミントン 40 ラグビー 48 J¥ • ドミントン 62 
ソ7トテニス 28 硬式野球 37 アメフト 47 ハeλクヴ~iIï' -)~ 58 
硬式野球 27 アメフト 31 ハeド:ントン 46 硬式野球 51 

10 ハードミントン 25 ハe スクヲ~iIï' -)~ 29 ハeレ-;fi'-)v 43 アメフト 51 
11 アイスホリー 25 ソ7トテニス 28 ソ7トテニス 40 ハeレーずール 48 
12 水泳 25 ハeレ-;fi'-)レ 26 硬式野球 38 ソ7トテニス 42 
13 ハeレーポー)v 24 アイスホリー 22 その他 36 水泳 32 
14 その他 22 スカッシュ 2 1 水泳 34 その他 30 
15 ハeスケヲトずーjレ 2 1 水泳 2 1 アイスホヲケ} 26 陸上競技 23 
16 ソ7ト;fi'-)~ 20 剣道 20 ヨット 25 アイ;砧ックー 21 
17 ヨット 18 陸上競技 18 剣道 23 卓球 20 
18 山岳 17 ラクロス 16 ダンス 22 ヨット 19 
19 少林寺 13 ヨット 15 山岳 21 剣道 16 
20 剣道 13 馬術 11 空干 19 少林寺 14 

スカッシユ 14 
ウインドサー7イン 14 
空手目 14 

年度総計 1176 年度総計 1293幅度総計 1816 年度総計 1770 

の中心であったことがうかがえる。また女子ではその中心は週 3日付近であり，男子に比べれ

ばあまり活発で、なかったことになる。これは，運動経験のない学生が男子に比べ多いことを考

え合わせても，女子の方が受験というものを控えて運動活動がそれほど活発でない環境であっ

たと考えられる。

一方，運動実施についてであるが，男子の学校内運動実施比率が'91年度を除いて経験の比率

を下回り，女子で逆に入学後実施者が増加していた。その全体傾向として表 2-5を見ると，

男子においては入学前経験なしの内，入学後も実施をしない者が62.2%と高いことが影響して

いると考えられる。女子でもその比率は53.2%と半数を占めるが，男子よりは少なくかっ，経

験者が入学後も実施する比率が高いため実施人数は増加している。しかしながら，図 2でその

頻度を見ると，男女とも大半の者の頻度が下がり，男子で週 2日，女子では週 1日が圧倒的に

多かった。これは，運動実施といっても，週 1， 2日であり，その内容については必ずしも充

実しているとはいえない。さらにまた，実施者の比率にこのような男女差が生じたことは，実

施の目的意識等の違いについて今後更に検討の余地があろう。

中と出村 (1992)は，青年男子のスポーツ実施に対しての規定条件を調べ， I現在のスポーツ条

件」として「施設・仲間・指導者・時間・機会」が特に重要な影響を及ぼすことを報告してい
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表 3- 4  入学後運動経験者(学校内)上位20種目の年度推移 女子

19種89目年度 1990年度 1991年度 1992年度

願位 人数 種目 人数 種目 人数 種目 人数

硬式庭球 286 硬式庭球 314 硬式庭球 419 硬式庭球 348 
2 ゴルフ 36 ゴルフ 32 ゴルフ 41 スキー 28 
3 スキー 24 スキー 25 スキー 40 ゴルフ 28 
4 ダンス 14 JドドミYトン 20 ハeドミントY 19 ダンス 17 
5 水泳 9 スカッシュ 15 ダンス 18 その他 14 
6 jドドミントン 9 水泳 11 ラクロス 17 }ドスクットi"-，14 
7 硬式野球 8 ダンス 10 水詠 13 ハ守ドミントン 13 
8 ヨット 6 ソ7トテニス 10 ソ7トテニス 10 ソヌトテニス 12 
9 スカッシュ 6 ラクロス 10 その他 9 ハeレ-i"-舟 12 
10 ソ7トテニス 6 弓術 7 スカッシユ 8 水泳 12 
11 ラクロス 6 lドレ-i"-， 7 卓球 7 スカッシュ 9 
12 )¥"レ-*"-' 6 硬式野球 6 弓術 7 馬術 7 
13 弓術 4 その他 5 硬式野球 7 ラクロス 6 
14 その他 4 馬術 5 ハ守レー事。ール 6 アーチェリー 5 
15 陸上競技 3 J¥守スクザト."-J 4 1ドスクット*"-J 5 ゲイピンゲ 4 
16 山岳 3 少林寺 4 少林寺 5 山岳 4 
17 剣道 2 ゲイt"Y9" 3 山岳 3 少林寺 3 
18 アーチェリー 2 剣道 3 ゲィrンゲ 3 弓術 3 
19 少林寺 2 スケート 2 馬術 2 ヨット 3 
20 スケート 2 ヨット 2 剣道 2 スケート 3 

ラクットFール 2 空手 2 陸上競技 3 
馬術 2 
ゲイt"Y9" 2 
J¥"Aヲヲト*"-J 2 
ウ1)}"i=Uン←

46Z67i亙-産主主計 505 [亙度総計 649再雇盃計一豆亙年度総計

る。そして，積極的な実施者ほどそれらの条件に恵まれているとしている。運動実施の頻度が

週1， 2日に集中していることは，学内サークル活動が特にその中心と考えられる。従って，

サークルへの参加形態や実施条件の詳細な調査が必要で、あり， 1"施設・仲間・指導者・時間・機

会」といった要素の受け入れ方に男女の差がある可能性も考えられる。

また，丹羽と長沢は女子学生のスポーツ実施は運動部経験要因が最も影響し，大学でのスポ

ーツ参加率は運動経験の長さに比例して高いことを報告した。今回の女子の運動経験では，週

3日の実施が最も多かったが，それ以下も相当数がおり，また，男子は週 6日が中心であり，

運動経験の頻度差といったものが男女の運動実施の差として影響した可能性も大きい。そこで，

図 2， 3の経験頻度別の実施頻度をその割合で見たわけであるが，男女とも結果は同様で、，経

験頻度別で差がなかった。つまり，経験頻度の高い，低いは実施の有無，頻度に関係せず，入

学後の頻度は全く別の要因によって決定されたと言える。この点で，丹羽と長沢の報告は1978

年のものであることを考えると，現在までに学生のスポーツ参加意識は変化して来ていること

を示すものかもしれない。現在の大学におけるスポーツ活動の実態は，学生を取り巻く社会情

勢やサークル活動等の変化，実状とともに考える必要があろう。

またさらに，本調査結果について見方を変えれば，入学後学生の 4割強は必修体育の授業以
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表 3-5 1989-1992年度合計の入学前運動経験・実施種目(学校内)男女別一覧
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外に自発的な運動を実施しておらず， また実施の中心も週 1， 2日であったことが明らかとな

った。中と出村 (1994)は，専門学校生の運動習慣と体力について調査し，週 3-4日の運動実

施がバランスの良い発育発達を促し，逆にこの時期の運動不足がアンバランスな発育発達を招

くと指摘している。生涯スポーツ実践の立場からも，大学生の時期の身体活動の重要性は論を

待たない。本調査結果を考慮し，学生のスポーツ活動の機会増大，普及・振興にどう対策を立

てるかが急務といえる。また，本調査以降，体育実技が選択制に移行してこの実施比率がさら

に減少傾向にないかどうか等の新たな調査が今後の課題として挙げられる。

2 .運動経験・実施の種目について

運動経験の種目については，上位20位までの種目別人数構成が各 4年間ともほぼ同数であっ

た。この点は，毎年各種目一定数の入学生がいるということで，基礎資料としては有効と考え
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られる。日下の東京都高等学校の部活動実態調査によると，平成元年から 6年にかけて生徒数

が減少して来ているが，種目聞の構成は同程度に推移してきているようである。平成 3年度東

京都高体連競技者数の上位5種目とその割合を見ると，男子でサッカー (16.6%)，バスケット

ボール (12.0%)，ラグビー (9.4%)，テニス (9.2%)，バレーボール (6.5%)，女子でバスケッ

トボール (16.8%)，テニス (15.1%)，バドミントン (10.4%)，バレーボール (10.4%)，ソフト

テニス (7.6%)となっている。本調査の経験種目の上位5つの割合(表 3-5)と比較すると男

子でラグビーの代わりに陸上競技が入っている以外は同種目で構成され，順位こそ異なるが，

パーセンテージも大きくかけ離れたものではなかった。この点から，学生の運動経験は高等学

校の運動部の構成を基礎としたものであることが確認されたと思われる。

入学後学校内運動実施種目については男女とも硬式庭球が圧倒的に多く，特に女子ではほぼ

2/3を占めるほどであった。男子では軟式野球，サッカーが続いたが，この辺りは，野球と

サッカーという我が国の 2大スポーツが大学でも一定数の学生によって実践されていることが

うかがえた。女子では，バドミントンとダンスが特徴的であるが，パーセンテージは 3%弱で

あり，ゴルフとスキーまでが比較的高い比率であった。男女ともテニス，ゴルフ，スキーが共

通の上位種目であったが，この点は経験種目との違いが明確で、あった。丹羽と長沢の報告の中

に，現在やりたい種目と将来やりたい種目の調査がある。 1976年において，テニスはいずれも

1位であり，続いてスキーが現在で 3位，将来で 2位となっていた。この 2種目は15年来人気

の種目であることがうかがえるであろう。しかしながら，ゴルフは現在日位，将来9位とそれ

ほど高いものではなかった。また，それ以外の上位種目としては車球，水泳，アイススケート

等であり，本塾の調査結果とは若干異なっている。こうした点から，やはり現在の社会状況の

変化とともに種目の人気も変化して来ていることは見逃せず，特に本結果から今後，ゴルフに

も注目してゆく必要があると考えられる。さらに， 日下の報告では，高等学校でのラクロスと

いったニュースポーツと呼ばれる種目の実施が急増していることが指摘されている。こうした，

新種目への取り組みも選択化された大学の実技授業の課題といえ，表 3-5の実施種目全体の

動きを引き続き調査していく必要があると考えられる。

まとめ

大学の設置基準が改正され，保健体育科目が多くの大学で必修科目から選択科目へ移行して

きている中で，新たな大学体育への改善とスポーツの振興へ対策をたてることが重要となって

きている。しかし，これまで慶謄義塾大学における学生のスポーツ行動に関してその実態は調

査されていなかった。そこで本研究は，必修体育で実施していた体力測定時に調査されていた
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運動経験と実施のデータを分析し，今後の問題点を得る基礎資料としてその特徴を検討するこ

とを目的とした。 1989-1992年の慶謄義塾大学入学生のスポーツ経験と入学後の活動について

その種目と頻度を調査した。結果は以下のようである。

入学前のスポーツの経験は男子で55%，女子で38%であったが，入学後のスポーツ実施は男

子で48%，女子で54%と変化した。また，運動の頻度は入学前が男子で週 6日，女子で週 2日

がピークであったが，入学後は男子週 2日，女子週 1日に減少した。しかしながら，入学前の

運動頻度と入学後の運動頻度との間には関係が見いだせなかった。スポーツの種目としては，

入学前が男子でサッカー，野球，バスケットボール，陸上競技，バレーボールの順に多く，女

子ではテニス，バレーボール，バスケットボール，バドミントン，ダンスであった。入学後に

は男女ともテニスが圧倒的に多く，続いて男子でサッカー，野球，ゴルフ，スキーであり，女

子でバスケットボール，ゴルフ，スキー，ノ〈ドミントンであった。

以上の結果より，テニス，ゴルフ，スキーが今後，学生のスポーツ活動を考える上のポイン

トと出来ることと，入学後の学生のスポーツ活動の頻度を増すための対策を考える必要がうか

がえた。さらに，今後，体育科目が選択化された以後のデータも加えて検討する必要性が考え

られた。
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